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新
上
越
市
が
誕
生
し
20
年
が
過
ぎ
、
地
域
協
議
会

の
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
。
令
和
６
年
４
月
の
選
挙

で
全
区
で
選
任
投
票
が
行
わ
れ
ず
、
追
加
選
任
を
行
い

充
足
さ
せ
た
。
自
主
的
審
議
で
は
、
地
域
の
課
題
等
を

把
握
し
、
改
善
の
意
見
書
を
提
出
す
る
も
市
の
施
策
に

ほ
と
ん
ど
反
映
さ
れ
ず
、
地
域
の
課
題
解
決
は
形
骸
化

し
て
い
る
。
将
来
に
向
け
て
最
善
の
体
制
を
整
え
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
地
域
協
議
会
を
発
展
的
に
解
消
し
、

課
題
等
を
改
善
へ
と
導
く
「
未
来
創
生
政
策
委
員
会
」

の
設
置
を
提
言
す
る
。
①
「
未
来
創
生
政
策
委
員
会
」

と
は
、
地
域
協
議
会
等
で
把
握
さ
れ
た
課
題
等
を
踏
み

台
に
、
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
具
体
的
な
政
策

を
企
画
立
案
、②
13
区
は
、令
和
６
年
に
提
言
し
た
「
未

来
創
生
ス
ペ
シ
ャ
ル
セ
ン
タ
ー
」に
業
務
委
任
、③
15
区

は
歴
史
的
経
緯
か
ら
、
地
域
自
治
区
制
度
を
発
展
的
に

解
消
し
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
、
④
委
員
数
は
、

13
区
は
各
６
名
程
度
、
15
区
は
30
名
程
度
（
部
会
設
置
、

15
地
区
に
小
委
員
会
設
置
）、
⑤
委
員
は
、
ま
ち
づ
く
り

に
意
欲
の
あ
る
方
、
各
種
団
体
（
町
内
会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
）、

有
識
者
か
ら
選
出
、
⑥
市
に
政
策
を
提
言
し
市
は
実
行

す
る
、
⑦
委
員
報
酬
は
１
回
５
千
円
程
度
。

　
　
地
域
協
議
会
は
、
地
域
の
特
性
を
い
か
し
た
活
動

や
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
等
、
住
民
の
意
思
を
市
政

に
届
け
る
上
で
重
要
な
機
関
で
あ
る
。
現
行
の
地
域
協

議
会
を
維
持
し
つ
つ
委
員
の
選
定
手
法
な
ど
の
見
直
し

に
取
り
組
む
が
、
議
員
の
提
案
は
参
考
に
し
た
い
。

　
　
他
の
自
治
体
で
は
、
移
動
式
の
期
日
前
投
票
所
が

町
内
や
学
校
近
く
を
巡
回
し
、
選
挙
投
票
率
の
向
上
を

図
っ
て
い
る
が
、
当
市
も
導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
当
市
で
は
日
時
を
限
定
し
た
も
の
を
含
め
る
と
、

期
日
前
投
票
所
を
26
か
所
開
設
し
、
有
権
者
の
投
票
機

会
と
利
便
性
の
確
保
・
拡
充
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、

児
童
・
生
徒
を
対
象
と
し
た
啓
発
活
動
に

も
取
り
組
ん
で
お
り
、
現
段
階
で
は
移
動

式
の
投
票
所
を
導
入
す
る
考
え
は
な
い
。

中
学
校
の
部
活
動
地
域
展
開
の
現
状
と
課
題
は

　
　
部
活
動
の
地
域
展
開
に
伴
い
、
顧
問
を
務
め
る
教

職
員
の
負
担
軽
減
は
進
ん
で
い
る
か
。

　
　
休
日
の
部
活
動
を
令
和
７
年
度
は
10
日
、
令
和
８

年
度
は
行
わ
な
い
こ
と
と
す
る
取
組
を
進
め
て
お
り
、

教
職
員
の
時
間
外
勤
務
は
減
少
し
て
い
る
。

　
　
入
学
予
定
の
学
校
区
の
中
学
校
に
希
望
す
る
部
活

動
が
な
い
場
合
、
希
望
す
る
部
活
動
が
あ
る
中
学
校
に

入
学
で
き
る
よ
う
、
規
制
を
緩
和
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
当
該
規
制
は
令
和
５
年
４
月

に
上
越
市
部
活
動
指
導
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
改
訂
し
て
設
け
た
も
の
で
、

現
在
そ
の
方
針
を
変
更
す
る
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
が
、
学
校
や
教
育

委
員
会
に
相
談
が
あ
れ
ば
、
丁
寧
に

説
明
し
て
い
く
。

　
　
超
高
齢
社
会
が
続
い
て
い
る
中
、
身
寄
り
の
な
い

単
身
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
る
が
、「
も
し
も
」
の
時
に

自
分
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
、
適
切
な
医
療
、
葬
儀
、
遺

品
整
理
な
ど
が
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、
意
思
や
情
報
を

「
見
え
る
化
」
し
て
お
く
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
本

人
に
と
っ
て
も
周
囲
に
と
っ
て
も
大
き
な
安
心
に
繋
が

る
よ
う
、
単
身
高
齢
者
の
終
活
支
援
と
し
て
、
こ
れ
ら

の
事
前
登
録
制
度
の
導
入
を
検
討
で
き
な
い
か
。

　
　
先
進
自
治
体
の
取
組
内
容
や
制
度
導
入
の
効
果
、

課
題
な
ど
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
く
。

搾
乳
室
表
記
の
推
進
を

　
　
産
後
の
母
親
の
中
に
は
、
様
々
な
事
情
に
よ
り
赤

ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
い
な
い
時
に
外
出
先
で
搾
乳
が
必
要

と
な
る
人
が
い
る
。
そ
の
場
合
、公
共
施
設
な
ど
の「
授

乳
室
」
を
利
用
し
よ
う
と
し
て
も
、
周
囲
か
ら
不
審
が

ら
れ
る
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
公
共
施
設
の

「
授
乳
室
」
に
「
搾
乳
室
」
の
表
示
を
併
記
す
る
施
策

を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
「
授
乳
室
」
な
ど
の
専
用
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
、

改
め
て
搾
乳
が
で
き
る
旨
の
掲
示
を
行
う
こ
と
と
し
、

ま
ず
は
、
市
役
所
第
一
庁
舎
に
お
い
て
掲
示
を
実
施
し

た
。
今
後
、
市
が
子
育
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
認
定
を
行
っ

て
い
る
民
間
施
設
に
対
し
て
も
、
掲
示
の
協
力
を
呼
び

か
け
る
な
ど
、
搾
乳
に
対
す
る
理
解
を
広
め
て
い
き
た

い
。

丸
山
　
章
（
無
所
属
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提
言
「
地
域
協
議
会
」
等

の
抜
本
的
改
革
！

西
沢
　
智
子
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公
明
党
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高
齢
者
の
「
も
し
も
」
に

備
え
る
終
活
支
援

山
田
　
忠
晴
（
公
明
党
）

選
挙
投
票
率
の
向
上
に

向
け
た
取
組
は
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